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〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
四
号

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
二

十
五
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
道
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

水
道
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

水
道
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
意
志
決
定
」
を
「
意

思
決
定
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
の
下
に
「
又
は
法

第
二
十
五
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関

（
以
下
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
並
び

に
受
験
願
書
の
提
出
期
限
及
び
提
出
先
」
を
「
、
受
験
願

書
の
提
出
期
限
及
び
提
出
先
そ
の
他
試
験
の
施
行
に
関
し

必
要
な
事
項
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
三
号

水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
六

号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
給
水
装
置
の
構

造
及
び
材
質
の
基
準
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

給
水
装
置
の
構
造
及
び
材
質
の
基
準
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

給
水
装
置
の
構
造
及
び
材
質
の
基
準
に
関
す
る
省
令

（
平
成
九
年
厚
生
省
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
貯
湯
湯
沸
器
及
び
貯
湯
湯

沸
器
の
下
流
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
給
水
用
具
」
を
「
次

号
に
規
定
す
る
加
圧
装
置
及
び
当
該
加
圧
装
置
の
下
流
側

に
設
置
さ
れ
て
い
る
給
水
用
具
並
び
に
第
三
号
に
規
定
す

る
熱
交
換
器
内
に
お
け
る
浴
槽
内
の
水
等
の
加
熱
用
の
水

路
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

加
圧
装
置
及
び
当
該
加
圧
装
置
の
下
流
側
に
設
置

さ
れ
て
い
る
給
水
用
具
（
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た

す
給
水
用
具
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）

は
、
耐
圧
性
能
試
験
に
よ
り
当
該
加
圧
装
置
の
最
大

吐
出
圧
力
の
静
水
圧
を
一
分
間
加
え
た
と
き
、
水
漏

れ
、
変
形
、破
損
そ
の
他
の
異
常
を
生
じ
な
い
こ
と
。

イ

当
該
加
圧
装
置
を
内
蔵
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

ロ

減
圧
弁
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

ハ

ロ
の
減
圧
弁
の
下
流
側
に
当
該
加
圧
装
置
が
設

置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

当
該
加
圧
装
置
の
下
流
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る

給
水
用
具
に
つ
い
て
ロ
の
減
圧
弁
を
通
さ
な
い
水

と
の
接
続
が
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
前
号
の
給
水
用
具
の
う
ち

一
缶
二
水
路
型
貯
湯
湯
沸
器
（
一
つ
の
熱
交
換
器
を
浴
槽

内
の
水
等
の
加
熱
及
び
給
湯
に
兼
用
す
る
構
造
の
貯
湯
湯

沸
器
を
い
う
。）は
、
そ
の
浴
槽
内
の
水
等
の
加
熱
用
の
水

路
（
熱
交
換
器
内
の
も
の
に
限
る
。）の
部
分
」
を
「
熱
交

換
器
内
に
お
け
る
浴
槽
内
の
水
等
の
加
熱
用
の
水
路
（
次

に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同

号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

〔
省

令
〕

〇
給
水
装
置
の
構
造
及
び
材
質
の
基
準
に
関

す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
一
二
三
）

J

〇
水
道
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
同
一
二
四
）

〔
告

示
〕

〇
認
定
適
合
性
評
価
機
関
の
名
称
を
変
更
し

た
件
（
総
務
三
三
六
）

K

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
三
六
七
）

〇
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品

化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

七
条
の
四
第
一
号
イ
及
び
ロ
の
規
定
に
基

づ
く
主
務
大
臣
が
定
め
る
市
町
村
を
定
め

る
件

（
財
務
・
厚
生
労
働
・
農
林
水
産
・
経
済

産
業
・
環
境
九
）

L

〇
給
水
装
置
の
構
造
及
び
材
質
の
基
準
に
係

る
試
験
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
厚
生
労
働
四
九
九
）

〇
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
件

（
農
林
水
産
二
一
五
八
）

M

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
除
権
決
定
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
再
生
関
係

R

会
社
そ
の
他

L
K

〇
肥
料
の
生
産
業
者
の
住
所
の
変
更
に
係
る

届
出
が
あ
っ
た
件
（
同
二
一
五
九
）

O

〇
肥
料
の
登
録
を
失
効
し
た
件

（
同
二
一
六
〇
）

O

〇
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
登

録
講
習
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
の
件

（
国
土
交
通
九
九
九
）

〇
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
型
式
承
認
等
を
し
た

件
（
同
一
〇
〇
〇
）

P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
三
一
四
〜
三
一
九
）

〔
国
会
事
項
〕

Q

〔
人
事
異
動
〕

外
務
省

財
務
省

最
高
裁
判
所

Q

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
茨
城
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
一
号
、
石
川

同
一
、
福
井
同
一
、
滋
賀
同
一
、
奈
良
同

一
）

Q

イ

当
該
熱
交
換
器
が
給
湯
及
び
浴
槽
内
の
水
等
の

加
熱
に
兼
用
す
る
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
熱
交
換
器
の
構
造
と
し
て
給
湯
用
の
水
路

と
浴
槽
内
の
水
等
の
加
熱
用
の
水
路
が
接
触
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
一
条
第
一
項
第
四
号
中
「
Ｏ
リ
ン
グ
等
」
を
「
パ
ッ

キ
ン
」
に
、「
前
三
号
」
を
「
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」

を
「
一
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
負

圧
破
壊
装
置
の
空
気
吸
入
シ
ー
ト
面
か
ら
水
受
け
部
の
」

を
「
、
バ
キ
ュ
ー
ム
ブ
レ
ー
カ
を
内
部
に
備
え
た
給
水
用

具
に
あ
っ
て
は
逆
流
防
止
機
能
が
働
く
位
置
か
ら
水
受
け

部
の
水
面
ま
で
の
垂
直
距
離
の
二
分
の
一
、
バ
キ
ュ
ー
ム

ブ
レ
ー
カ
以
外
の
負
圧
破
壊
装
置
を
内
部
に
備
え
た
給
水

用
具
に
あ
っ
て
は
吸
気
口
に
接
続
し
て
い
る
管
と
流
入
管

の
接
続
部
分
の
最
下
端
又
は
吸
気
口
の
最
下
端
の
う
ち
い

ず
れ
か
低
い
点
か
ら
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
中

心
ま
で
の
垂
直
距
離
」
を
「
最
下
端
ま
で
の
垂
直
距
離
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
中
心
ま
で
の
垂
直
距
離
」
を
「
最
下
端

ま
で
の
垂
直
距
離
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
五
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
別
表
第
二
の
改
正
規
定

は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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